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★９月７日（土）は、祖父母参観日です。 

 この機会にお孫さん（または、お子さん）の成長を

ご覧ください。また、０～２歳児、３～５歳児と、

参観の時間が違いますので、お間違えのないように

おいでください。（詳しくは、別紙をご覧ください） 
★９月２８日（土）は、親子運動会です。 
 それぞれの年齢に合わせた内容を検討中ですので、 
 お楽しみに‼ 
 （運動会予行の２４日（火）は、愛情弁当の日とな 

っています。子ども達のパワーの源となりますの
で、よろしくお願いします） 

「生活リズムを整えよう」 
 早寝・早起きをするためには、寝る時間を習慣付け

ることが大切です。子どもが寝る時間になったら、大

人も就寝前の雰囲気を作りましょう。子どもが寝付け

ない時は、体を優しくトントンとたたいたり、絵本を

読み聞かせしたり、子守唄を歌うことも効果的です。 

 これからは戸外で遊んだり、散歩に出掛けたりする

機会も増えてきます。また、運動会に向けて、体を使

った活動も多くなりますので、子ども達が健やかに元

気よく活動できるようよろしくお願いします。 

     「運動会がんばろうね（9/28）」 
秋の一大イベントといえば、何と言って 
も運動会ですね。かけっこなど１等賞を目

指して頑張る姿はもちろんですが、玉入れや綱引き・リ
レーなど、クラスの友達と目的に向かって頑張る姿は、
いつも以上にキラキラと輝いています。練習では、勝て
なくて、悔しくて泣いてしまうこともありますが、いろ
いろなことを経験できる行事でもありますので、子ど
も達の心が大きく成長できるよう、たくさんの声援を
お願いします。 
≪お願い≫  

★足に合った靴や、履き慣れた靴で登園しましょう。 
★朝ご飯をきちんと食べてパワーチャージしましょ
う。 

「おじいちゃん、おばあちゃん 
だ～いすき♡」 

 「じじ、消防団でかっこいいよ」「ぼくのおじいち
ゃん、カメやニジイロクワガタのお世話してくれ
る!」「ばばが作ってくれるカレー美味しいよ」など、
子どもたちは園生活の中で自然におじいちゃんやお
ばあちゃんの話をしてくれています。子どもたちに
とっておじいちゃん、おばあちゃんは、大きな力を
与えてくれる特別な存在のようです。いつも温かく
見守ってくださり、ありがとうございます。 
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  セミの声と一緒に、夕方は秋の虫の涼やかな音色が聞こえるようになりました。 

今年の夏は雨がしばらく続くなど、落ち着かない空模様でしたが、わくわく園の子ども達は元気いっぱい！晴れ

た日はプールや水遊びなど、夏ならではの遊びをたっぷりと楽しみ、日焼けをした姿にはたくましさも感じられま

す。また、今日は全園児が登園して、再会を喜び合う姿も見られ、園全体がより活気に溢れていました。 

９月は暑さも少しずつ和らぎ、体を動かす気持ちよさを感じられる季節です。学年に応じては運動会に向けた練

習も始まりますので、元気の源となる「朝ごはん」で一日をスタートさせ、夜はぐっすり眠って休養するという生

活リズムを整えながら、元気な体で過ごせるようにしましょう。 

 

    「一日の始まりに…♡」 
 登園時、正面玄関で子ども達を迎えていると、様々

な声や言葉が聞かれます。 

園内に響き渡る大きな声で挨拶をしてくれるＡ君。

「今日誕生日だからママがサーティーワンアイスを

買ってくれるよ」とＢちゃん。「頑張ってね」と励ま

してくれるＣちゃん。 

…一日の始まりに、みんなから元気をもらったり、

ほっと心を和ませてもらったりしています。 

 

～防災の日（9/1）～ 
園では、毎月 1回、地震や火災、竜巻や不審者な

ど、様々な状況を想定して避難訓練を行い、避難経
路や避難の仕方を確認しています。 
台風や地震など、自然災害も気になるこの頃…。

ご家庭でも「もしも」の災害に備え、避難 
場所や避難方法などを話し合ってみてはい 
かがでしょうか。 

 

お兄さん、お姉さん、まってるよ！ 
    ９月は美郷中学校や六郷高校のお兄さん、

お姉さんが保育実習体験、そして、様々な短大や大

学からは保育実習に来てくれます。 

例年、お互い初めは緊張気味ですが、少しずつ心

の距離を縮めて仲良くなり、実習を終えるときは 

「また来たい‼」「保育の勉強を頑張りたい」などの

感想が聞かれます。お兄さん、お姉さんにとっても

心に残る貴重な体験になっているようですので、今

後も交流の機会を大切にしていきたいと思います。 

お知らせ 


